
広 賑

12／10〃α400
〒948－01新潟県中魚沼郡川西町大字水ロ沢12番地（；長髪　llll二ll二ll晶）

　　　　　発行　町長南雲春雄　編集総務課文書広報係　印刷白南風社

（毎月10日発行）

　　人團の動き

刊2酬β現益一一

男　　　4，4451絹）

女　　　4讐477鋒31

計　　　8，922（＋4）

世帯数2，223〈一i）

　（）は繭月銘較

r磯

　葦

欝　
欝

r

内　艶

霧

騨鞭
縦

　
』

　
　
織

　
　
　
　
繍

　
　
　
　
嚢

　
　
　
　
　
　
懇
、

　
　
　
　
　
　
慧

灘

難

響、

　
灘

嚢
　
　
　
　
　
　
う
詩
　
（
塾

籔、

？
難

藩　勲　　　鋳

鍵嵐，，

、
、
曝

暴欝

甑．．

　　　　‘　畿労　　　　　ま
楓．

擁PTr

矯

織

麟

、
、
ご
．
・
蟻
鞭
・
・

　
　
　
　
　
　
　
雛
娠
．
簗

灘
鑛

嚢減

．驚

琴
職

灘

曳
醜
ぴ

ちょっぴり戸惑いも
　　　園児が学校で健康診断
　　　　　　　　　　　　　　一11月20日千手小学校一

　釆年4月に1年生になる園児を対象にして、毎年各小学校
ごとに就学時健康診断を実施しています．

　これは、児童の知能、視力、聴力、内科などの診断をする

もので、ここ、千手小学校でも41人の園児が受けました．
　6年生の女子が誘導役や終わったあとの遊び相手になって、
終始、戸惑いがちの園児たちの心をなごませていました．

　ちなみに、来年度の新1年生は、町全体で81人です。

圃休日救急医
12月15日大坪医院（四日町）a57－6100

　22日中条病院（中条）台57－3018
　23日至誠堂医院（西浦町）a52－3276
　29日大島医院（川原町）費52－2957
　30日山口医院（下条）a55－2003
　31日庭野医院（寿町）a52－2711
1月1日大熊医院（山本町）魯52－7066
　2日山口医院（袋町）君52－2174
　3日池田医院（本町西）a52－2581
　5日千手診療所（中央町）a68－2034
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守氏

朗氏

雲

口

助役は

収入役は

　
十
一
月
十
三
臼
、
第
七
圃
購
議
会

臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
町
道
山
野
田
下
平
線
改

良
工
事
請
負
契
約
（
請
負
者
搭
加
賀

田
組
・
吉
楽
土
建
共
同
企
業
体
）
の

変
更
が
承
認
さ
れ
．
次
に
、
小
型
除

雪
機
購
入
（
契
約
の
相
手
方
観
㈱
新

潟
ク
ボ
タ
）
は
か
か
る
契
約
変
更
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
騨
て
、
十
一
月
十
四
日
任
期
満

了
と
な
る
助
役
、
収
入
役
に
、
引
き

続
い
て
南
雲
助
役
、
田
日
収
入
役
を

選
任
す
る
こ
と
に
岡
意
じ
ま
し
た
。

南　雲　助　役
中仙田
昭和6年3月10日生（60歳）
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田
木
証

田
中
さ
ん
が

県
農
林
水
産
業
表
彰
を
受
賞

合
同
し
ゅ
ん
工
式
の
席
上
で
、

南
雲
町
長
（
右
）
か
ら
表
彰
状
の

伝
達
を
受
け
る
田
中
さ
ん

　
県
や
農
林
水
産
業
団
体
で
は
、
「
新

潟
県
農
林
水
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
委
員
長
1
1
金
子
県
知
事
）
」
を

組
織
し
、
農
林
水
産
業
を
営
な
ん
で

い
る
方
々
の
日
ご
ろ
の
ご
苦
労
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
県
民
に
農
林
水

産
業
に
対
す
る
理
解
と
親
し
み
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
「
新
潟
県

農
林
水
産
業
ま
つ
り
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
県
内

の
農
林
水
産
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ

た
方
々
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
、
当
町
小
白
倉
の
田
中
武
さ
ん
（
7
6

歳
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
は
、
青
刈
り
稲
の
活
用

の
た
め
、
昭
和
五
十
六
年
に
白
倉
し

め
縄
生
産
組
合
を
設
立
、
同
組
合
の

組
合
長
に
就
任
、
し
め
縄
の
高
収
益

化
及
び
地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献
。

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
白
倉
し
め
縄
生
産
組
合
は
、
家
庭

の
主
婦
・
老
人
が
主
体
の
二
十
人
く

ら
い
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
出
荷
額

は
平
成
元
年
度
に
一
千
万
円
の
出
荷

を
達
成
。
　
一
千
三
百
万
円
を
目
標
に

通
年
に
わ
た
り
生
産
を
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
素
材
の
良
さ
、
技
術

が
認
め
ら
れ
て
、
生
産
が
追
い
つ
か

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
十
一
月
十
九
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成
三
年
度
町
合
同
し
ゅ
ん
工

式
が
実
施
さ
れ
、
席
上
、
田
中
さ
ん

に
、
県
農
林
水
産
業
功
労
者
表
彰
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

⑫3．12．10

粉じんからくらしを守ろう

●スパイクタイヤによって発生する粉じんか

ら、住民の健康と生活環境を守るため、　「ス

パイクタイヤ粉じんの発生の防止に関する法

律」が平成2年6月に制定されました。

（法律の主な内容）

＊すべての国民は、スパイクタイヤ粉じんを

発生させないように努めなければなりません。

＊指定地域内では、平成3年4月1日から、原則

として、積雪又は凍結状態にない舗装路面で

のスパイクタイヤの使用が禁止されました。

＊これに違反した場合には、平成4年4月1日以

降、10万円以下の罰金が科せられます。

●スパイクタイヤの使用が規制される地域

（指定地域）として本県では下の匿夏夏］内の市

町村を除く90市町村が指定されました。

　　　　　　指定外の地域

栃尾市、　（東蒲原郡）津州晦．鹿瀬町．圭趨

村、　（古憲郡）幽古志繕、　1北魚沼郡）守賄

村．入広瀬村、　（中魚沼郡3津繭瞬、　｛棄頸

城郡）安塚購、松代町、松之幽購、大島慰．

〔中頸城郡）妙高高原町、　（岩船郡）関測縁．

山北町、粟農浦村、　（佐渡郡）相川購、畑野

晦、真野購、小木購．羽茂町、赤泊村



横
山
実
行
委
員
長
（
右
）
か
ら

記
念
品
の
目
録
を
受
け
取
る
横
山
校
長

各
学
年
ご
と
に
合
唱
し
て
、
式

典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
　
（
写
真
は
二
年
生
で
す
）

4，蘭転の寧業生甕選り斑罫

一

01酉申学
喜びの言葉を述べる春日君

　
十
一
月
十
日
、
川
西
中
学
校
体
育

館
で
、
同
校
創
立
三
十
年
・
統
合
十

五
周
年
記
念
式
典
が
、
全
校
生
徒
の

見
守
る
な
か
、
二
百
人
ほ
ど
の
来
賓

を
迎
え
、
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
川
西
中
学
校
は
、
昭
和
三
十
六
年

四
月
に
千
手
中
学
校
・
上
野
中
学
校

が
統
合
し
て
発
足
。
以
来
、
四
十
六

年
四
月
に
橘
中
学
校
を
、
五
十
年
四

月
に
は
仙
田
中
学
校
・
白
倉
中
学
校

を
統
合
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。　

式
典
の
中
で
、
横
山
国
六
記
念
事

業
実
行
委
員
長
は
、
　
「
三
十
年
と
い

っ
て
も
、
そ
の
過
程
で
は
多
岐
に
わ

た
り
困
難
を
乗
り
越
え
、
一
町
一
校

の
中
学
校
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
町
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
、

篤
志
家
各
位
、
同
窓
会
諸
氏
、
P
T

A
各
位
、
新
旧
学
校
関
係
者
各
位
の

温
か
い
ご
支
援
、
ご
鞭
燵
の
賜
物
と

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
、
深
く
感
謝
し

て
い
る
。

　
二
十
一
世
紀
を
担
う
若
人
の
教
育

の
場
と
し
て
、
町
民
、
町
政
が
一
体

と
な
っ
て
教
育
環
境
の
充
実
を
目
指

し
、
さ
ら
に
、
地
域
の
私
ど
も
と
教

育
者
と
し
て
の
先
生
方
と
意
を
一
つ

に
し
て
こ
そ
、
そ
の
環
境
が
活
か
さ

れ
る
。

　
記
念
事
業
が
功
を
奏
し
、
川
西
中

学
校
の
栄
え
あ
る
伝
統
と
川
西
魂
を

築
き
上
げ
る
礎
と
し
て
の
役
割
を
果

た
さ
れ
ん
こ
と
を
期
待
し
ま
す
一
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
横
山
利
策
学
校
長
が
、
「
敗

戦
後
の
昭
和
二
十
二
年
新
制
中
学
校

が
発
足
。
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
十
四
年

で
千
手
・
上
野
の
両
中
学
校
の
統
合

を
決
断
し
、
川
西
中
学
校
と
し
て
新

し
く
発
足
し
た
こ
と
は
、
敗
戦
で
荒

廃
し
た
日
本
の
復
興
は
人
材
育
成
、

す
な
わ
ち
教
育
の
充
実
以
外
に
は
手

段
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
、
先
人
の

深
い
洞
察
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
三

十
年
を
経
た
今
、
改
め
て
そ
の
先
見

ピ
ア
ノ
一
台
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
・
ビ

デ
オ
デ
ッ
キ
・
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
ス

タ
ン
ド
を
各
々
四
台
ず
つ
、
ア
ン
プ

一
台
、
ス
ピ
ー
カ
ー
二
台
、
体
操
マ

ッ
ト
ニ
枚
、
卓
球
台
一
台
、
審
判
台

一
台
、
応
援
団
旗
一
式
を
記
念
品
と

し
て
贈
呈
。
生
徒
全
員
に
下
敷
き
、

全
戸
に
記
念
誌
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
生
徒
会
長
の
春
日
敏
明
君
が
、
よ

ろ
こ
び
の
言
葉
を
述
べ
、
最
後
に
、

各
学
年
ご
と
に
合
唱
を
し
て
、
記
念

式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

性
に
心
か
ら
敬
意
を

表
す
る
．

　
完
全
統
合
十
五
年

間
、
関
係
各
位
の
絶

大
な
お
力
添
え
に
よ

り
、
施
設
・
設
備
な

ど
教
育
環
境
も
、
今

や
面
目
を
一
新
し
た
。

　
教
育
の
責
務
の
重

大
さ
を
改
め
て
認
識

し
、
明
日
の
時
代
に

大
き
く
羽
ば
た
く
、

た
く
ま
し
く
、
心
豊

か
な
生
徒
の
育
成
の

た
め
に
、
精
一
杯
精

進
す
る
こ
と
を
お
誓

い
し
た
い
一
と
あ
い

さ
つ
。

　
こ
の
記
念
式
典
を

機
に
、
さ
ら
に
学
校

の
施
設
・
設
備
を
充

実
さ
せ
る
た
め
に
、

〔生徒数の推移〕
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平
成
三
年
度
の
除
雪
事
業
ぽ
．
前
年
度
緯
引
き
続
き
除
雪
親
蘇
能
逡
な

っ
た
路
線
を
親
規
に
経
み
戴
れ
、
消
雪
パ
揮
プ
、
消
融
蜜
施
設
を
有
効
利

欄
慧
、
機
械
除
雪
を
叢
体
に
実
施
し
ま
す
。

　
今
年
度
、
町
道
は
鷲
・
七
キ
覆
除
雪
延
長
藻
延
び
謙
彰
驚
。
ま
蓬
、
歩

道
除
雪
や
綱
街
路
除
雪
を
す
る
た
め
に
、
小
型
除
蜜
機
事
九
台
を
新
規
樵

購
入
。
す
で
縫
配
分
も
完
『
じ
、
地
域
の
協
力
蓬
得
で
実
施
す
る
運
び
謹

姦
嬢
ま
し
蓬
。
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小型除雪機19台を地域に配分しました
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おおよそのイメージ

12月　　　　1月　　　　2月

ん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
暖
か
い

冬
型
続
か
な
い

←
〉 　

一
時
大
雪
の
お
そ
れ

冬
型
強
ま
る



表彰された小林さん（左）

と北村さん（中央）

　
　
　
　
　
」
匿

ち
凋

　
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
一
二
年
計
画

で
、
県
の
『
生
涯
学
習
モ
デ
ル
市
町

村
』
の
指
定
を
受
け
、
生
涯
学
習
の

基
盤
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ

く
り
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、

「
川
西
町
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
推
進
本
部
長
に
南
雲
町
長
が
、

副
本
部
長
に
南
雲
助
役
と
石
沢
教
育

新井郁男さんによる

　　記念講演
旨協会による天神ばやし

長
が
就
任
。
関
係
行
政
機
関
及
び
町

内
の
各
界
各
層
か
ら
二
十
七
人
の
推

進
委
員
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
十
一
月
九
日
、
千
手
小
学
校
体
育

館
で
、
第
一
回
町
生
涯
学
習
推
進
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
町
社
会
教
育
の
振
興
に
寄
与
し

た
、
読
み
聞
か
せ
の
会
ふ
き
の
と
う

（
北
村
フ
ミ
子
代
表
・
会
員
二
十
一

勘
灘

実践発表をする
上村千代子さんシルバーサークルの皆さんによるレクリェーションダンス

人
）
と
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
か
わ
に
し
（
小

林
久
良
代
表
・
会
員
十
四
人
）
の
二

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
習
実
践
発
表
会
で
は
、
千
手
小

学
校
音
楽
ク
ラ
ブ
、
シ
ル
バ
ー
サ
ー

ク
ル
、
芸
能
協
会
の
発
表
と
下
平
新

田
の
上
村
千
代
子
さ
ん
の
「
私
と
生

涯
学
習
」
と
題
し
た
実
践
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
上
越
教
育
大
学
副
学
長
の

千
手
小
学
校
音
楽
ク
ラ
ブ
に
よ
る

音
楽
発
表

新
井
郁
男
さ
ん
か
ら
、
　
「
ま
ち
づ
く

り
と
生
涯
学
習
～
生
き
が
い
を
求
め

て
」
と
題
し
た
記
念
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
自
己
の
能

力
や
適
正
、
意
欲
に
応
じ
て
学
習
に

参
加
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
、
行
政

も
町
民
も
一
体
に
な
っ
て
考
え
、
推

進
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

麟3．12．10

町
芸
能
協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

千
手
露
香



人形劇「あかずきんちゃん」を上演

　
牽
一
月
九
圏
．
十
圓
の
糞
鐙
闇
、

総
轡
竈
ン
タ
ー
ほ
か
蕪
会
場
欝
、
第

壁
圃
瑚
町
民
文
化
祭
・
か
わ
に
し
鱗
」

離
開
か
れ
ま
獲
蓬
。

　
美
術
展
ぽ
、
愚
老
磁
驚
十
七
回
目

趣
繊
統
瀞
あ
η
．
公
疑
館
作
晶
展
に

は
、
充
教
塞
・
灘
ー
ス
か
ら
、
ほ
の

ぼ
の
葭
し
た
心
温
ま
る
作
晶
が
集
叢

ゆ
ま
難
だ
Q

　
ま
驚
．
　
門
ビ
ヂ
オ
タ
ラ
ブ
か
わ
ほ

態
臨
に
よ
る
愚
作
ビ
灘
オ
の
上
映
、

読
み
聞
か
せ
の
会
糊
ふ
き
の
と
う
」

の
人
形
劇
の
ま
演
。
川
西
コ
ン
サ
ー

欝
協
会
は
、
馨
ア
鋼
や
フ
ル
ー
ト
の

音
色
、
美
毯
騨
声
で
集
ま
っ
た
人
た

麹
を
魅
欝
態
ま
鯵
た
。

　
美
術
展
、
人
形
劇
、
譲
ン
サ
ー
聡

な
暮
多
彩
駿
催
じ
羅
、
お
よ
そ
モ
人

羨
芸
術
の
秋
、
交
化
の
秋
を
楽
じ
み

ま
難
羅
。

、
民
セ
ノ

〆
ー
又

」　
一
臼

，

＝

●

▼

ワ

絵
画
の
部
は
、
三
十
七
点
の
出
展

で
す

「ゆ一ゆ一コンサート」町の愛好家の合唱

焼
き
物
教
室
・
写
真
教
室
の

作
品
コ
ー
ナ
ー

書道の部には55点の力作がそろいました

手
芸
教
室
・
リ
フ
オ
ー
ム
ソ
ー
イ

ン
グ
教
室
の
作
品
コ
ー
ナ
ー

押
絵
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
が
展
示

手
芸
コ
ー
ス
の
作
品
コ
ー
ナ
ー

最
高
四
百
倍
の
天
体
望
遠
鏡

め
ず
ら
し
そ
う
に
の
ぞ
き
込
む
姿

も
あ
り
ま
し
た

3，12．10轡



　広
　報
．か
蒲わ
金に
　し
子四
幸百
　写
作

教
委
が
広
報
を
出
す

　
広
報
か
わ
に
し
が
い
つ
し
か
四
百

号
に
達
し
た
こ
と
を
知
り
、
第
一
号

が
発
刊
さ
れ
た
こ
ろ
を
思
い
、
ま
こ

と
に
感
概
無
量
で
あ
る
。

　
旧
町
村
の
時
代
に
は
、
上
野
村
広

報
、
公
民
館
報
た
ち
ば
な
、
仙
田
村

公
報
の
三
紙
が
発
行
さ
れ
て
い
た
。

　
川
西
町
が
誕
生
す
る
と
、
公
民
館

運
営
審
議
会
や
社
会
教
育
委
員
の
会

議
で
、
広
報
と
公
民
館
報
の
ど
ち
ら

で
発
行
す
る
か
問
題
に
な
っ
た
が
、

結
局
、
教
育
委
員
会
で
町
の
広
報
を

発
行
す
る
と
い
う
変
則
的
な
形
に
な

り
、
　
「
金
子
、
お
前
や
れ
」
と
い
う

命
令
を
受
け
た
。

中
村
町
長
の
決
裁

　
毎
月
発
行
の
つ
も
り
で
中
村
町
長

に
決
裁
を
仰
い
だ
ら
、
　
「
あ
あ
、
広

　
報
を
出
す
が
ん
な
大
事
だ
こ
っ
つ
お
、

　
だ
ど
も
ノ
シ
、
毎
月
て
が
ん
な
容
易

　
で
な
く
て
ダ
メ
だ
ぜ
、
お
前
さ
ん
、

　
あ
れ
も
こ
れ
も
し
ら
れ
る
か
い
、
ひ

　
と
月
お
き
に
し
て
十
五
日
に
出
さ
っ

　
し
ゃ
れ
」
と
い
わ
れ
、
計
画
を
ね
り

　
直
し
た
。
数
日
後
、
み
ご
と
な
題
字

　
と
発
刊
の
こ
と
ば
を
書
い
て
く
だ
さ

　
り
、
馬
場
議
長
と
高
橋
教
育
長
も
祝

　
辞
を
、
須
藤
茂
一
氏
は
新
庁
舎
に
夢

　
を
託
す
詩
を
よ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
　
広
報
を
出
す
話
が
伝
わ
る
と
、
郡

　
市
内
や
近
郊
か
ら
指
名
願
が
殺
到
し

　
た
が
、
町
の
業
者
に
と
い
う
方
針
で

　
白
南
風
社
に
委
託
し
、
以
後
は
太
田

　
長
栄
氏
や
高
崎
さ
ん
ご
夫
妻
と
長
い

　
交
際
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。
失
礼

　
な
が
ら
、
当
時
は
ガ
リ
版
よ
り
は
ま

　
し
な
タ
イ
プ
印
刷
で
き
れ
い
と
は
い

　
え
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
町
の
み

　
な
さ
ん
は
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。

御発
　
川
西
小
唄
で
き
る

15マ
給
　
　
一
万
五
千
人
の
み
な
さ
ん
に
町
政

跡
周
知
の
ほ
か
、
社
会
教
育
の
見
地

第
か
ら
地
区
の
ゆ
う
和
、
親
ぽ
く
を
は

し
か
り
、
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
や
生
活

ヒ制
の
合
理
化
、
民
主
化
を
学
ん
で
い
た

ヤ

ヵ
だ
か
な
け
れ
ば
と
考
え
た
。

報広

　
固
く
な
り
が
ち
な
紙
面
に
、
田
中

与
三
郎
氏
が
寄
せ
た
川
西
小
唄
を
佐

藤
茂
夫
氏
が
作
曲
し
、
荻
野
敏
夫
氏

が
編
曲
し
、
こ
の
歌
に
保
坂
国
夫
氏

が
振
付
を
し
て
、
だ
れ
に
も
愛
さ
れ

る
川
西
小
唄
が
普
及
し
て
い
っ
た
。

昇
天
・
う
ぶ
声
・
た
か
さ
ご

　
第
一
号
を
発
刊
し
て
ま
も
な
く
、

ふ
と
目
に
し
た
津
南
新
聞
の
、
　
「
う

ぶ
声
・
高
砂
・
昇
天
」
の
欄
に
感
服

し
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
い
て

数
藤
信
善
氏
に
ご
協
力
を
願
っ
た
。

　
人
口
の
動
き
や
喜
び
悲
し
み
を
掲

載
す
る
に
は
毎
月
の
発
行
が
望
ま
し

く
、
中
村
町
長
に
話
し
た
ら
「
な
じ

ょ
も
そ
う
し
ね
え
か
い
」
と
い
う
こ

と
で
、
三
十
四
年
四
月
か
ら
毎
月
十

日
の
発
行
に
ふ
み
き
っ
た
。

　
「
昇
天
は
故
人
に
非
礼
だ
」
と
い

う
声
を
耳
に
し
た
が
、
数
藤
彦
三
氏

や
滋
野
定
良
氏
ら
の
助
言
に
意
を
強

く
し
て
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
。
　
「
御

す
こ
や
か
に
、
御
円
満
に
、
御
め
い

福
を
祈
る
」
が
、
好
評
の
「
か
わ
に

し
俳
壇
」
と
共
に
今
も
続
い
て
い
る

こ
と
が
う
れ
し
い
。

家
族
的
な
役
場

　
旧
町
村
の
職
員
を
町
の
人
た
ち
か

ら
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
「
庁

内
め
ぐ
り
」
で
一
人
ひ
と
り
の
紹
介

を
始
め
た
。
仙
田
村
公
報
の
時
代
に
、

儀
同
保
氏
が
執
筆
し
た
職
員
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
が
村
の
衆
に
う
け
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
に
あ
や
か
り
た
い
思
い

で
企
画
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
役

場
の
機
構
は
年
々
拡
大
し
、
町
の
人

た
ち
と
家
族
的
つ
な
が
り
を
も
つ
に

は
い
た
ら
な
い
で
し
ま
っ
た
。

　
昔
の
役
場
は
、
町
民
が
顔
を
知
ら

な
い
職
員
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
の

に
、
今
そ
う
で
な
い
の
は
事
務
室
が

ふ
え
て
職
員
も
増
加
し
、
そ
れ
だ
け

職
場
も
き
び
し
く
、
自
治
体
の
本
分

を
よ
り
全
う
す
る
役
場
に
な
っ
た
か

ら
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

各
位
の
協
力
に
感
謝

　
中
村
町
政
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
教

育
文
化
施
設
の
充
実
と
産
業
の
振
興

に
あ
っ
て
、
取
材
に
当
た
っ
て
は
、

役
場
職
員
や
教
育
関
係
者
か
ら
な
に

か
に
つ
け
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

学
校
教
育
は
、
新
任
女
教
師
の
花
村

ゆ
き
先
生
に
現
場
の
課
題
や
在
り
方

を
模
索
し
て
も
ら
い
、
歴
史
や
文
化

は
金
山
良
晃
・
名
塚
春
二
・
駒
形
さ

と
し
、
上
村
政
基
の
各
氏
に
お
願
い

し
た
。
町
議
会
報
告
や
か
こ
み
記
事

は
丸
山
精
二
郎
氏
が
、
産
業
・
建
設

は
南
雲
春
雄
氏
が
、
写
真
は
押
木
秀

治
氏
が
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
広
報
で
あ
っ
て
も
、
教
育
委
員
会

で
編
集
・
発
行
す
る
か
ら
に
は
、
住

民
の
茶
の
間
で
親
し
ま
れ
た
公
民
館

の
使
命
も
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
ユ
ニ
ー
ク
な
町
の
話
題
や

教
育
的
な
記
事
が
つ
い
多
く
な
っ
て
、

本
来
の
目
的
や
性
格
が
あ
い
ま
い
に

な
っ
た
き
ら
い
が
あ
る
。

輝
け
、
広
報
か
わ
に
し

　
初
代
の
編
集
人
と
し
て
三
十
六
年

の
五
月
号
ま
で
担
当
し
た
が
、
う
ち

二
ヵ
月
は
北
村
準
一
氏
の
お
世
話
に

な
っ
た
。
私
の
あ
と
は
星
名
四
郎
氏

が
四
十
二
年
十
一
月
号
ま
で
担
当
し

た
。
根
津
町
政
に
な
る
と
編
集
が
企

画
室
に
移
り
、
北
村
準
一
氏
が
四
十

九
年
三
月
号
ま
で
、
そ
の
あ
と
を
小

海
正
隆
氏
が
受
け
て
五
十
五
年
三
月

号
ま
で
編
集
人
を
勤
め
た
。

　
発
行
が
総
務
課
に
移
る
と
、
数
藤

春
夫
氏
が
編
集
人
と
な
り
、
南
雲
町

政
が
誕
生
し
て
か
ら
も
六
十
一
年
の

三
月
号
ま
で
担
当
、
あ
と
を
受
け
た

小
川
広
一
氏
と
平
野
勝
氏
が
平
成
二

年
三
月
号
ま
で
発
行
し
、
昨
年
四
月

か
ら
登
坂
隆
氏
が
編
集
人
と
な
っ
て

め
で
た
く
四
百
号
を
む
か
え
た
。

　
三
と
い
う
数
は
、
広
報
の
躍
進
に

つ
な
が
る
よ
う
で
あ
る
。
第
一
号
の

発
行
が
三
十
三
年
前
の
昭
和
三
十
三

年
で
、
私
が
三
十
三
歳
の
年
で
、
第

三
十
三
号
ま
で
担
当
し
た
。
三
十
三

と
い
え
ば
、
厄
除
け
や
法
事
で
め
で

た
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
さ
ん

ら
も
、
町
の
た
め
に
三
三
（
燦
燦
）

と
輝
く
広
報
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　
（
橘
医
療
組
合
は
休
み
ま
し
た
）

3・12・10⑬



競
技
に
使
用
す
る
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、

大
き
さ
は
2
0
セ
ン
チ
く
ら
い
で
す

昌畠臼スポ」り

イ‘ン夢イ711リセ榮しもり

　
皆
さ
ん
は
、
『
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
』
と

い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
南
ア
メ
リ
カ

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
、
と
う
も
ろ
こ
し

の
葉
を
束
ね
て
打
ち
合
っ
て
い
た
の

に
ヒ
ン
ト
を
得
て
誕
生
。
一
九
三
〇

年
末
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
さ
れ
、

い
ろ
い
ろ
と
工
夫
が
加
え
ら
れ
、
現

総
合
体
育
館
で
、
第
［
回
目
の
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
（
口
・
旧
）

在
の
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
が
完
成
し
ま
し

た
。　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
を
基
本

に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
用
の
ネ
ッ
ト
を

は
さ
ん
で
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
（
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
羽
根
を
大
き
く
し
た
よ
う

な
も
の
）
を
打
ち
合
う
ゲ
ー
ム
で
す
。

簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
楽

し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

◎
競
技
の
特
性

●
　
片
手
で
簡
単
に
打
て
、
突
き
指

　
な
ど
、
け
が
の
心
配
が
少
な
い
。

●
　
ボ
ー
ル
の
ス
ピ
ー
ド
を
羽
根
が

　
抑
え
る
の
で
ラ
リ
ー
が
続
き
や
す

　
く
、
初
心
者
で
も
す
ぐ
に
ゲ
ー
ム

　
が
楽
し
め
る
。

●
　
年
齢
、
性
別
、
技
術
に
応
じ
て

　
コ
ー
ト
の
広
さ
、
ネ
ッ
ト
の
高
さ

　
な
ど
を
調
節
で
き
る
の
で
、
多
く

　
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
。

◎
コ
ー
ト
の
大
き
さ

　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ダ
ブ
ル
ス
の

　
コ
ー
ト
と
同
じ
（
長
さ
1
3
・
如
m
、

　
幅
6
・
1
0
m
）

◎
ネ
ッ
ト
の
高
さ

　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
用
の
ネ
ッ
ト
と

　
同
じ
、
高
さ
は
ー
・
8
5
m
。

◎
人
数

　
　
四
対
四
で
実
施
す
る
。

◎
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
の
打
ち
方

　
　
ひ
じ
か
ら
先
の
部
位
で
イ
ン
デ

　
ィ
ア
カ
を
打
つ
。
片
手
、
両
手
、

　
手
の
甲
、
握
り
こ
ぶ
し
な
ど
い
ず

　
れ
の
方
法
で
も
よ
い
。

●　 『　6
　　　●●●●

ト●．・●！

地
域
全
世
帯
で
競
技
に
参
加

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ

　
　
　
　
の
大
き
さ
を
競
う

　
十
一
月
四
日
、
白
倉
小
学
校
体
育

館
を
会
場
に
、
第
五
回
白
倉
自
慢
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
白
倉
地
域
の
村
お

こ
し
事
業
で
あ
る
と
と
も
に
、
錦
鯉
・

し
め
縄
・
農
産
物
の
展
示
即
売
、
盆

栽
・
菊
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設

け
ら
れ
て
、
地
域
外
か
ら
も
多
く
の

人
が
訪
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
．

　
午
前
九
時
の
開
場
と
同
時
に
、
目

当
て
の
品
を
買
い
求
め
る
人
た
ち
や
、

各
世
帯
で
作
っ
た
自
慢
の
カ
ボ
チ
ャ
が
沿
道
に

並
べ
ら
れ
ま
し
た

菊
の
鉢
植
え
、
盆
栽
な
ど
を

鑑
賞
す
る
人
や
ら
で
、
体
育

館
は
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
訪

れ
た
人
に
は
、
鯉
こ
く
が
サ

ー
ビ
ス
さ
れ
、
喜
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
の
中
で
、
と
て

も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
全
世

帯
か
ら
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ

作
り
を
し
て
も
ら
い
、
そ
の

大
き
さ
を
競
う
と
い
う
も
の

で
す
。
校
門
の
入
り
口
に
並

べ
ら
れ
た
数
々
の
ジ
ャ
ン
ボ

カ
ボ
チ
ャ
は
み
ご
た
え
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
こ
と
し
は
、

九
十
二
・
六
キ
ロ
（
江
口
和

人
さ
ん
作
）
の
ジ
ャ
ン
ボ
カ

ボ
チ
ャ
が
一
位
。
以
下
、
九

十
一
・
ニ
キ
ロ
、
九
十
・
五

キ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。
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皇
圃
圖
團

圃
函
回
▽

　
幼
児
絵
本
新
刊
紹
介

　
幼
児
向
き
絵
本
が
五
十
冊
余
り
入

り
ま
し
た
。
絵
本
を
仲
立
ち
に
、
親

と
子
の
心
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
り

ま
し
ょ
う
。

○
い
た
い
い
た
い
は
と
ん
で
い
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
谷
み
よ
子

○
ゆ
き
の
ひ
　
　
ジ
ャ
ッ
ク
キ
ー
ツ

○
ち
い
さ
な
ヒ
ッ
ポ

　
　
　
　
　
マ
ー
シ
ャ
ル
ブ
ラ
ウ
ン

○
き
ん
ぎ
ょ
が
に
げ
た
　
五
味
太
郎

○
し
り
た
が
り
や
の
こ
い
ぬ
と
お
ひ

　
さ
ま
　
　
　
ヘ
ル
ツ
ィ
ー
コ
バ
ー

○
ゆ
き
み
ち
　
　
　
　
　
梅
田
俊
作

○
ち
び
ゴ
リ
ラ
の
ち
び
ち
び

　
　
　
　
　
　
　
ボ
ー
ン
ス
タ
イ
ン

○
ポ
レ
に
き
た
は
が
き
　
寺
村
輝
夫

○
ぼ
く
は
く
ま
の
ま
ま
で
い
た
か
っ

　
た
の
に
　
　
　
　
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

○
オ
リ
バ
ー
く
ん

　
　
　
　
　
　
ロ
バ
ー
ト
ク
ラ
ウ
ス

○
か
ま
き
り
の
ち
ょ
ん
　
得
田
之
久

○
あ
か
ち
ゃ
ん
1
2
3

　
　
　
　
　
　
　
し
み
ず
み
ち
を

○
み
ん
な
う
ん
ち
　
　
　
五
味
太
郎

○
お
ひ
さ
ま
は
よ
る
ど
こ
へ
い
く
の

　
　
　
　
　
　
　
キ
ン
ズ
バ
ー
グ

○
へ
そ
も
ち
　
　
　
　
　
渡
辺
茂
男

○
わ
ら
っ
て
よ
カ
バ
の
は
い
し
ゃ
さ

　
ん
　
　
　
　
　
　
さ
く
ら
と
も
こ

〇
一
〇
〇
ま
ん
び
き
の
ね
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ン
ダ
ガ
ァ
グ

○
と
ん
と
ん
と
め
て
く
だ
さ
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
い
で
た
ん

○
は
た
ら
き
も
の
の
じ
ょ
せ
つ
し
ゃ

　
け
い
て
い
ー
　
　
　
　
バ
ー
ト
ン

○
と
こ
ち
ゃ
ん
は
ど
こ
　
松
岡
享
子

国
園
国
囲
國

交
通
事
故
防
止
運

12

月
1
1
日
～
1
月
⑩
日

安
全
は
み
ん
な
の
願
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
く
年
く
る
年
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灘く
白
倉
小
学
校
丁

（1月号は川西中学校です）
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1年片桐美穂さん

6年江口　洋君

7　騨噸
4年片桐八千代さん

繍
禰
．

4年桐生和久君

4年田中恵梨香さん4年中村蔵幸君

5年中村光宏君



第1号（S33．7）

　r広報かわにし」が、昭和33年7月に

第1号を発行してから33年の歳月をかけ、

今回で400丹となりました。

　これからも、皆さんのご協力をいただ

き、親しんで読んでいただける広報紙と

なるよう努力します。

灘
・200号（S50．4）第300号（S58．8）

　　　　　　（敬称略）
社会福祉に

西野美枝（練馬区）1万円

広報発行に

岡村ふじ江（沼田市）1万円

　
皆
さ
ん
か
ら
も
、
ご
意
見
や
い
ろ
い

ろ
の
話
題
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
紙
面

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

意
善

製
本
は
恥
が
鍵

　
鞠
広
報
海
わ
鷹
し
鐵
の
三
菖
一

驚
か
場
四
百
号
ま
で
の
製
本
蓬
じ

謙
奮
。

　
憲
希
望
の
方
ば
、
保
存
さ
総
驚

騨
る
広
報
紙
釜
麹
潟
鑛
日
ま
欝
騰

嵐
報
係
へ
癒
屑
ぱ
く
だ
さ
験
。

震
費
（
園
藷
蓋
再
円
ぽ
ゼ
）
矯
あ

．
蕃
享
．
　
　
一

嘱
電
募
智
ぎ

〆卿鞠触癬縛蝋

12
月
1
7
日
閃

　
　
　
　
　
　
　
　
（

山
野
田
の
一
部

午
後
1
時
～
3
時
30
分

1
蒙
憲
嚢
獲
譲
畢
寒
勲
董
婁
箋
L

隔

♪

故
郷
の
あ
る

喜
び
を
感
じ
る

八
王
子
市
松
浦
サ
ク
さ
ん

　
　
　
　
　
（
中
仙
田
出
身
）

　
謹
啓
　
町
長
様
し
ば
ら
く
で
ご
ざ

い
ま
す
。
益
々
ご
壮
健
で
ご
多
忙
の

毎
日
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い

ま
す
。
公
務
の
一
つ
ひ
と
つ
に
心
を

配
っ
て
お
ら
れ
、
広
報
を
繰
り
返
し

読
み
な
が
ら
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
過
日
、
十
月
二
十
七
日
、
東
京
高

円
寺
で
の
ふ
れ
あ
い
広
場
の
案
内
と
、

く
じ
券
ま
で
送
っ
て
い
た
だ
き
、
自

分
で
都
合
が
悪
く
て
行
け
な
か
っ
た

の
で
、
赤
羽
の
弟
夫
婦
に
早
速
行
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
夕
方
電
話
が
き
ま
し
て
、
　
「
行
っ

て
き
ま
し
た
よ
。
懐
か
し
い
川
西
町

の
青
年
方
が
モ
チ
を
つ
い
て
い
て
食

べ
て
き
ま
し
た
よ
。
漬
け
物
や
ら
、

ち
ま
き
や
ら
買
っ
て
、
ア
ン
ブ
も
買

っ
て
き
て
、
今
食
っ
て
る
が
ん
そ
お
」

と
い
う
こ
と
で
、
電
話
の
中
で
笑
い

合
い
ま
し
た
。
故
郷
の
な
い
人
は
、

こ
ん
な
楽
し
い
話
し
合
い
は
味
わ
え

な
い
と
思
い
、
皆
々
様
の
温
か
い
真

心
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
り
、
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。

　
町
づ
く
り
に
頑
張
る
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
奉
仕
も
素
晴
ら
し
い
働
き

で
、
こ
の
美
化
運
動
は
、
住
む
人
全

員
で
実
行
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

「
故
郷
の
便
り
」

　
　
　
　
広
報
を
待
つ

　
沼
田
市
岡
村
ふ
じ
江
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
岩
瀬
出
身
）

　
い
つ
し
か
秋
冷
の
侯
と
な
り
ま
し

た
。
ご
ぶ
さ
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
お
変
わ
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

か
。
お
陰
様
で
、
私
も
ど
う
や
ら
変

わ
り
な
く
明
け
暮
れ
て
お
り
ま
す
。

　
「
広
報
か
わ
に
し
」
を
毎
月
送
っ

て
い
た
だ
き
、
懐
か
し
く
故
郷
の
様

子
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
待
ち
遠
し

い
く
ら
い
に
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
失

　
秋
晴
れ
の
庭
で
、
モ
ミ
ガ
ラ
か
ら

ポ
ツ
ポ
ツ
と
煙
が
出
て
、
サ
ッ
マ
イ
モ

が
焼
け
る
に
お
い
、
そ
れ
を
楽
し
そ

う
に
待
つ
園
児
の
顔
は
田
舎
な
ら
で

は
の
良
さ
で
、
幸
福
で
す
ね
。

　
健
康
増
進
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ッ
大

会
も
素
晴
ら
し
い
発
展
振
り
で
、
知

人
に
広
報
を
見
せ
て
、
う
ら
や
ま
し

が
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
日
増
し
に
寒
く
な
り
ま
す
。
時
節

柄
、
町
長
様
始
め
皆
々
様
、
何
卒
お
体

を
大
切
に
な
さ
れ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。

追
記
【
健
康
の
本
か
ら
】

　
塩
で
こ
す
る
と
、
痛
み
も
冷
え
も

　
治
る
（
私
も
実
行
し
て
い
ま
す
）

　
お
ふ
ろ
に
入
っ
た
と
き
、
足
の
上

か
ら
先
ま
で
、
前
と
後
ろ
に
手
で
塩

を
ぬ
り
、
何
回
も
軽
く
こ
す
り
ま
す
。

塩
を
お
と
し
て
温
ま
っ
て
、
ふ
ろ
か

ら
上
が
っ
て
寝
る
と
、
足
が
ポ
カ
ポ

カ
と
温
ま
っ
て
冷
え
が
治
り
ま
す
。

　
　
▲
藝
人
呂

礼
と
は
存
じ
な
が
ら
、
気
持
ち
を
同

封
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
十
月
九
日
に
群
馬
県
新
治

村
法
師
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
第
一
ス
キ
ー
場
の
所
で
、
温

泉
宿
ま
で
三
百
メ
ー
ト
ル
た
ら
ず
で

す
。
昼
間
は
一
人
で
お
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
夜
に
な
る
と
三
男
泉
が
泊
り

に
き
て
く
れ
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
機
会
を
作
っ
て
、
入
湯

が
て
ら
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
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縫磯曝う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
な
ほ

丸
山
奈
撫
鞠
二
女
上
町

　
　
な
お
ず
み

丸
山
直
農

可
5
な
お
あ
き
謙

豊
・
直
朗
光

村
越
離
楼

　
　
　
　
　
、
マ

黄
落
の
舞
う
中
に
在
り
実
を
拾
う

　
　
　
　
小
白
倉

返
り
咲
く
都
わ
す
れ
の
濃
む
ら
さ
き

　
　
　
　
　
仁
田

出
稼
ぎ
の
夫
を
送
り
冬
仕
度

　
　
　
　
　
板
橋
区

布
団
干
す
日
の
温
も
り
を
た
た
み
け
り

　
　
　
　
伊
勢
原
市

霜
踏
ん
で
蔵
王
の
お
釜
見
下
ろ
せ
る

　
　
　
　
　
上
野

一
枚
と
な
り
し
暦
の
冬
景
色

　
　
　
　
　
足
立
区

な
つ
か
し
き
ふ
る
さ
と
の
柿
荷
の
中
に

　
　
　
　
　
綾
瀬
市

村
の
役
す
べ
て
退
き
菜
を
間
引
く

　
　
　
　
　
一
兀
町

水
際
に
座
り
直
し
て
菜
を
洗
う

　
　
　
　
　
大
倉

あ
れ
こ
れ
と
出
稼
仕
度
初
時
雨

　
　
　
　
　
　
岩
瀬

夫
長
男
木
島

子
一
長
男
木
島

枝
男
長
女
野
口

子小
わ
じ

　
　
　
俳
厘

太
田
白
南
風
選

　
　
江
口
み
ゆ
き

　
　
小
幡
し
ん
女

　
　
田
中
　
優
美

　
　
金
子
　
桂
士
・

　
　
星
名
　
春
子

　
　
駒
形
　
頼
太

　
　
野
沢
ま
す
え

　
　
金
子
　
鉄
平

　
　
中
条
　
石
平

　
　
小
川
　
益
栄

羽
嘉
攣
獺
太
榔
長
女
木
落

た
か
さ
、
こ
ー
、
こ
円
満
に

ノノヘ　 ノヘ　 ハ　 ハし
　高小　小川押入
柳　 柳野
　橋林　島崎木沢

冬
型
の
予
報
出
始
め
障
子
貼
る

奥
利
根
の
流
れ
の
上
の
山
紅
葉

猪
苗
代
中
に
紅
葉
の
島
一

　
　
　
　
八
王
子
市

箱
根
路
の
古
蹟
に
ふ
れ
て
秋
日
浴
ぶ

　
　
　
　
　
中
屋
敷

初
雪
や
囲
い
そ
び
れ
し
実
南
天

　
　
　
　
　
　
高
倉

道
の
端
の
白
き
つ
つ
じ
の
返
り
花

　
　
　
　
　
　
原
田

針
の
目
に
糸
も
ど
か
し
く
秋
深
み

　
　
　
　
八
王
子
市

ま
だ
一
つ
囲
わ
ぬ
花
の
八
つ
手
力
な

　
　
　
　
　
　
野
口

信
濃
路
の
蕎
麦
の
花
咲
き
千
曲
川

　
　
　
　
　
練
馬
区

丹
精
の
逸
品
揃
う
菊
花
展

　
　
　
　
　
山
野
田

満
月
を
上
げ
て
祝
い
し
誕
生
日

　
　
　
　
　
　
霜
条

山
茶
花
や
触
れ
る
も
惜
し
き
冬
囲
い

　
　
　
　
　
　
上
町

克
之

イ
ッ
子

克
夫

昭
子

　
篤

真
奈
美

数
昭

由
美
子

　
上
野

松
田
町

上
　
野

元
町
か
ら

元
町

松
代
町
か
ら

下
平
新
田

十
日
町
市
か
ら

仁
田

十
日
町
市
か
ら

内
山
　
寛
平

金
子
　
君
江

　
　
つ

田
中
　
ひ
さ

数
藤
　
壮
一

斎
木
　
和
人

根
津
と
さ
子

松
浦
　
サ
ク

　
　
　
〉

野
沢
　
寅
生

須
藤
　
遊
人

藤
田
ひ
ろ
志

星
名
　
星
光

高
橋
　
願
似

相
崎
三
好
67
（
本
人
）
沖

田
口
久
太
郎
7
9
（
実
）
木

藤
田
増
三
郎
81
（
富
　
雄
）
根

中
村
た
け
の
8
3
（
一
　
郎
）
坪

小
海
長
太
郎
8
6
（
英
　
吉
）
霜

渡
辺
　
イ
ト
92
（
義
　
布
）
上

作
物
を
皆
取
り
込
ん
で
秋
深
む

　
　
　
　
　
　
木
落
　
丸
山

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越

魚
沼
に
老
い
て
幸
せ
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢

　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢

無
菜
漬
け
囲
い
も
終
り
雪
近
し

　
　
　
　
発
電
所
通
り
春
日

水
澄
み
て
色
鮮
や
か
に
錦
鯉

　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂

丹
精
を
こ
め
た
大
輪
菊
花
展

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越

冬
囲
い
し
た
る
日
射
し
の
縞
模
様

　
　
　
　
　
　
新
町
　
井
川

熟
れ
柿
を
つ
い
ば
む
鳥
に
風
荒
し

　
　
　
　
　
　
上
野
　
渡
辺

谷
川
の
雪
の
便
り
も
な
つ
か
し
や

　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎

な
べ
囲
み
楽
し
き
仲
の
忘
年
会

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
羽
鳥

邊繍翻1騙彊昇f嵩
　長た増久　ヲ　天
イ太け三太三ン正　1　田橋
ト郎の郎郎好ノー　一

9286838179675855一　利義
＿＿＿＿＿＿＿＿め
義英一富　本和本　い　美之
布吉郎雄実人弘人福長神
一一一一一一一一　を　岡社
上霜坪根木沖高鶴祈市町
野条山深落立雷吉る客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詩
朗

小
春
日
に
残
り
の
大
豆
落
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
涛

張
り
終
え
し
障
子
こ
れ
か
ら
長
い
冬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
江

雪
だ
よ
り
間
近
か
と
な
り
し
氷
雨
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
博
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
穂

熟
年
の
手
先
器
用
の
雪
囲
い

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

新
年
俳
句
募
集

　
　
　
鰺
月
2
5
日
必
着

◎
題
・
読
初

　
　
　
・
福
寿
草
　
”
　

　
　
　
・
新
年
雑
詠

◎
は
が
き
一
枚
に
五
句
以
内

◎
町
内
名
、
氏
名
を
明
記
（
雅

　
号
の
人
は
本
名
も
）

◎
役
場
内
・
文
書
広
報
係
か

　
中
央
町
・
太
田
白
南
風
あ
て

◎
入
賞
者
に
は
、
記
念
品
贈
呈

『
体
育
の
歩
み
』
を

お
分
け
し
ま
す

　
町
の
ス
ポ
ー
ッ
の
記
録
を
ま
と
め

た
『
体
育
の
歩
み
』
（
体
育
協
会
編
集
）

が
で
き
ま
し
た
。
町
外
の
み
な
さ
ん

で
ご
希
望
の
方
に
は
、
一
部
千
二
百

円
・
送
料
三
百
十
円
（
送
料
の
み
切

手
可
）
で
お
分
け
し
ま
す
の
で
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
限
定
百
部
）

申
込
先
　
役
場
農
村
総
合
整
備
係
高

橋
ま
で
a
O
二
五
七
ー
六
八
⊥
三
二

上
野
の
入
沢
さ
ん
ら

十
八
人
に
俳
壇
奨
励
賞

第
四
回
本
紙
俳
壇
奨
励
賞
受
賞
者

は
、
次
の
方
が
た
に
決
ま
り
ま
し
た
。

一
年
間
一
回
も
休
ま
ず
ご
投
稿
（
入

選
）
さ
れ
た
み
な
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
〈
順
不
同
、
敬
称
略
〉

　
内
山
寛
平
（
上
　
野
）

　
江
口
み
ゆ
き
（
小
白
倉
）

　
中
条
　
石
平
（
大
　
倉
）

　
松
浦
　
サ
ク
（
八
王
子
市
）

　
金
子
　
桂
吉
（
伊
勢
原
市
）

　
田
中
優
美
（
板
橋
区
）

村
越
　
幸
（
野
口
）

藤
田
ひ
ろ
志
（
山
野
田
）

野
沢
静
江
（
野
　
口
）

星
名
春
子
（
上
　
野
）

斎
木
　
和
人
（
高
　
倉
）

登
坂
　
博
史
（
浦
和
市
）

入
沢
　
は
や
（
上
　
野
）

金
子
　
鉄
平
（
元
　
町
）

高
橋
　
願
似
（
上
　
町
）

川
崎
　
保
一
（
厚
木
市
）

井
川
　
亘
（
新
町
新
田
）

数
藤
壮
一
（
中
屋
敷
）

明治からの古い
歴史も掲載
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